
（一社）

◎パトロール概要及び実施結果
対象箇所数 　１２現場
実施箇所数 　０４現場
実施結果 ※優良事項（他会員へ水平展開をしてほしいもの及び今後も継続してほしいもの）………… ８件

※提案・要望事項（パトロール担当者からの提案及び注意点）………………………………… ８件
※指摘事項（是正、改善が必要なもの）………………………………………………………… ２件

パトロール実施状況（吾妻郡東吾妻町現場）

（一社）全国特定法面保護協会関東地方支部群馬県部会員一同は、全ての法面保護工事において労働災害、
公衆災害をゼロで完成するよう、今後も『安全第一』で施工をしていきます。

パトロール実施状況（利根郡昭和村現場）

パトロール実施状況（甘楽郡下仁田町現場） パトロール実施状況（渋川市現場）

令和６年度　年末安全パトロール及び法面研修会　実施報告

全国特定法面保護協会
関東地方支部群馬県部会

　令和６年１１月２９日（金）、群馬県部会では、労働災害及び公衆災害の防止、安全衛生管理及び施工技術の向上等を目
的として、年末安全パトロール及び法面研修会を実施しました。
　今回は建設業労働災害防止協会群馬県支部前原専務理事、関東地方支部瀬川安全委員長にご参加いただき、群馬県部
会安全委員会との合同で県内４現場のパトロールを午前中に実施しました。
　午後からは群馬県青少年会館大会議室において、各班が現場で撮影してきた写真をプロジェクターで映しながらパトロー
ル実施結果の報告会、会員技術者による施工体験・現場施工事例発表会及び前橋労働基準監督署芳賀署長による「建設
業における労働災害防止対策について」と題した安全講習を行いました。



簡易吹付法枠工

①ロープの廃棄基準が写真で分かりやすく明示され
ていて良い。

②坂部の敷鉄板はこれからの時期凍結によりすべり
やすくなるので注意してほしい。

優良事項
②書類、現場等きれいに整理整頓され、ゴミも分別さ
れていて良い。

①発電機は安全のため別線でボディアースも取って
ほしい。

③法尻まで届いていないロープは長さを調整してほ
しい。

提案・要望事項

優良事項

発注者 群馬県渋川土木事務所
施工会社 ㈱髙特
工事名 補助公共　社会資本総合整備（防災・安全）（火山砂防）

写真

工事場所 利根川支川　下町の沢　渋川市金井地先
工事概要

提案・要望事項
①灯油の携行缶に水を入れ使用しているので、使用
間違いが起きないよう直してほしい。

指摘事項
①事務所入口の踏み台に破損箇所があるので、養
生するなどして塞ぐこと。

発注者 群馬県富岡森林事務所
施工会社 市川工業㈱

①セーフティブロックの使用角度が悪いので、取説を
確認して使用してほしい。

②冬季時期には一般道に面した現場入口急坂箇所
の凍結に注意してほしい。

写真

提案・要望事項

①施工箇所が民家に隣接しているが、落石・騒音対
策がしっかりされていて良い。

工事名 令和06年度　県単治山事業
工事場所 甘楽郡下仁田町大字本宿（川原畑）地内
工事概要 ロープ伏工

②緊急誘導用の旗と笛が用意されていて良い。

写真

施工会社 鈴木特殊土木㈱
工事名

①作業中止基準などの現場掲示物は作業箇所付近
に掲示してほしい。

②事務所横の車駐車箇所端の開口部に、転落防止
ロープを設置するなどの対策をしてほしい。

①手すり、中さん、床板に開口部が見受けられる箇
所があるので措置を施すこと。

補助公共　社会資本総合整備（国土強靭化・補正）
工事場所 （主）昭和インター線　利根郡昭和村大字森下地内
工事概要 補強土植生法枠工

優良事項
①避難場所マップがわかりやすく図示されていて良
い。

②現場事務所にAEDが設置されていて良い。

発注者 群馬県上信自動車道建設事務所

写真

施工会社 ㈱髙特
工事名 補助公共　道路改築事業（国道・連携）その20
工事場所 上信自動車道　吾妻郡東吾妻町大字箱島地内
工事概要 アンカー工、　法枠工

①事務所、現場周辺は整理整頓が行き届いていて
良い。

②安全通路がしっかり確保されていて良い。
優良事項

指摘事項

提案・要望事項

発注者 群馬県沼田土木事務所



◎法面研修会
法面協会員及び一般参加者　７０名参加

群馬県部会　設樂幹事長あいさつ（要旨）

第二部　現場体験発表・現場施工事例発表
　　　　　　発表者　㈱明商群馬営業所　今井氏
　　　　　　発表者　㈱髙特　林氏
　　　　　　発表者　上毛緑産工業㈱　宮崎氏

第一部　安全パトロール実施報告・講評
　　　　　　県内４現場

第三部　安全講習
　　　　　「建設業における労働災害防止対策について」
　　　　　「講師　　　前橋労働基準監督署　　芳賀署長

◎まとめ
　今回のパトロールは建災防群馬県支部　前原専務理事並びに関
東地方支部瀬川安全委員長のお二方に参加していただき、店社パト
ロールとは違った視点からの指摘事項や優良事項を受けることがで
きました。
　総評としてはどの現場についても整理整頓が行き届いており、全
般的によく管理され、現場関係者の安全意識の高さを改めて感じる
ことができました。
　午後の研修会ではパトロール報告のほかに、会員会社技術者３名
による現場体験、施工事例発表も行いました。
　各技術者が実際施工した現場を例に挙げ、現場独自の工夫箇所
や新技術を活用した事例について紹介してくれました。各現場にお
いて安全で品質の高いものを完成させていることがとてもよくわか
り、自分が施工している現場でも今後活用したいと思わせる内容ば
かりでした。
　安全講習においては芳賀署長から、労働災害にあわないためには
「手順を守ってひとつずつ」実施することにより、労働災害を未然に
防止するという「安全行動の再確認」を実施してほしいとのお話があ
りました。
　決められたルールを忠実に守っていれば労働災害はなくすことが
できると思いますので、改めてルールの確認と徹底をすることの大
切さを認識しました。
　本日のパトロール及び研修会で得た知識や情報は、各社にフィー
ドバックし労働災害ゼロに向け生かしてほしいと思います。

　私たちの仕事は、メインロープとライフラインを使用し、一般の人に
はできない特殊技能を駆使し、安全にきれいに法面を仕上げるとても
かっこいい仕事だと思います。
　しかし、その現場特性からすべての現場において安全性が高く、誰
に見せても安心感を持ってもらえる対策を施さねばなりません。
　これくらい大丈夫、今までは大丈夫だったという思いやバイアスを捨
て、誰が見ても労働災害や公衆災害が発生しないと感じられる労働
環境を私たちは目指さなければなりません。けがをする人、命を落と
す人を出さないために高い目標をもって取り組みましょう。
　完全週休二日制や時間外労働の上限規制が導入され、また労務単
価のアップにより業界の魅力は向上しつつあります。働き方改革を推
し進めつつ、安心感のある現場を作り、かっこよさを極めましょう。


